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心

雑

録

理
的
前
定
に
就
い
て

超
障
塁
。
ぎ
O
毎
同
低
目
三
〇
嵩
（
ぢ
二
男
藁
畠
。
ぎ
σ
身
卿
P
集
り
O
q
。
’

鵡
窪
2
》
Q
目
掛
乙
三
巨
㊦
同
H
獅
霞
づ
コ
＠
饗
ぎ
窓
。
職
ρ
脳
｝
三
三
’
お
冨
・

　
マ
イ
ノ
ン
グ
學
涙
及
び
理
れ
に
准
ず
る
人
々
は
其
源
を

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
訳
し
ブ
レ
ソ
タ
ー
ノ
が
こ
れ
を
近
代

心
理
學
に
結
合
し
て
意
識
作
用
の
特
色
を
指
示
的
鋤
象
に

勤
す
る
卑
下
に
求
め
表
象
・
占
断
・
情
意
の
三
作
用
に
匿
分

す
る
思
想
を
繊
薄
し
て
る
る
織
で
は
全
く
同
一
で
あ
る
。

マ
イ
ノ
ン
グ
は
表
象
と
到
噺
と
の
中
間
に
假
定
（
卜
旨
塾

彰
㊦
）
と
怨
す
る
作
用
を
湾
へ
、
そ
れ
を
以
て
他
の
心
的
作

用
に
蹄
入
す
る
能
は
ざ
る
特
殊
の
竜
の
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
マ
ル
チ
董
の
如
き
は
か
、
る
作
用
を
特
殊
の
竜
の
と

す
る
≧
と
に
反
聾
し
、
そ
れ
の
M
部
分
は
表
象
に
他
部
分

　
　
　
　
　
心
魂
的
前
定
に
就
い
ズ
．
　
　
　
、
・

務
　
毫

理
　
馳
作

は
解
熱
に
皆
殺
す
べ
き
も
の
と
生
賦
し
て
み
る
（
鴛
鶏
耳

d
び
母
卜
巨
謬
鑓
①
P
箇
Φ
券
。
ご
一
旦
陶
．
脅
　
団
。
。
饗
ぎ
ざ
α
Q
量
，

切
9
膳
。
）
ゆ
　
か
く
意
識
現
象
は
表
象
鋼
下
等
情
意
の
三
作

用
に
大
別
出
來
る
の
で
あ
る
が
更
に
鋤
象
に
画
す
る
客
観

的
・
温
室
的
關
係
に
由
っ
て
下
れ
を
見
れ
ば
、
Ω
Φ
凶
ω
8
。
。
溶
げ

Φ
P
Ω
・
o
旨
津
8
δ
び
曾
と
二
分
す
る
こ
と
も
出
減
る
（
国
窪

φ
ポ
ぞ
奪
。
。
簿
）
。
前
者
は
直
接
愚
婦
を
指
示
し
て
乙
れ
を

意
識
に
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
夫
れ
自
ら
猫

製
し
て
鋤
象
に
砲
け
ら
る
、
こ
と
が
な
い
。
後
者
の
本
質

を
な
す
菟
の
は
指
示
的
勤
象
を
臼
ら
把
捉
す
る
も
の
で
な

く
、
寧
ろ
か
く
向
け
ら
る
＼
主
親
の
態
度
を
意
識
に
表
現

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
後
者
が
一
の
猫
立
的
複
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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膿
と
し
て
意
識
に
現
は
る
＼
だ
め
に
は
、
か
く
し
て
封
象

に
向
け
ら
れ
る
だ
あ
に
は
そ
れ
の
前
定
（
＜
。
量
目
湊
Φ
白
塗

崔
σ
q
）
と
し
て
勤
象
を
意
識
に
支
持
す
る
縦
な
知
的
作
用
の

存
在
を
候
力
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
情
意
作
用
は

知
的
作
用
キ
具
膿
的
に
結
合
し
て
込
め
て
濁
託
せ
る
意
識

作
用
と
な
6
得
る
の
で
あ
る
（
鼠
Φ
営
。
岸
σ
q
．
d
ぴ
霞
O
⑦
σ
Q
Φ
髪

す
犀
翻
仲
富
。
鼠
。
㏄
』
脚
d
σ
Φ
㌧
毎
昌
口
巴
H
巳
㊦
7
b
診
跨
二
鉾
o
Q
．
H
脳
怠

窓
9
）
。
か
く
複
合
的
な
る
情
意
作
用
成
立
の
π
め
に
必
然

的
に
前
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
竜
の
を
一
…
知
的
作
用
の
す
べ

て
を
か
＼
る
も
の
と
し
て
マ
イ
ノ
ン
グ
及
び
ヘ
フ
ラ
『
は

威
情
の
「
心
理
的
前
垂
」
（
団
鍔
◎
ぎ
『
σ
q
ぎ
｝
δ
ぐ
。
甕
謎
器

言
儲
昌
σ
q
）
と
呼
ん
で
み
る
。
此
涙
の
人
々
は
一
般
に
威
情
の

本
質
的
な
乃
も
の
を
快
及
び
不
快
の
封
立
以
外
に
認
め
ざ

る
赦
に
、
蔵
情
の
本
質
的
麗
別
は
快
威
。
不
快
威
の
外
に

希
な
い
む
け
で
あ
る
。
而
し
て
事
實
吾
等
の
威
情
と
稻
す

る
も
の
は
か
㌦
る
本
質
的
要
素
と
そ
れ
の
前
定
と
し
て
の

種
グ
な
る
知
的
作
用
と
の
結
合
よ
う
成
る
具
膿
醜
複
合
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

な
る
を
以
て
種
々
な
る
再
話
の
躍
別
は
壼
ら
心
理
的
前
定

と
し
て
の
知
的
作
用
の
特
色
に
由
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
此

織
が
此
涙
の
嬉
々
を
し
て
威
情
の
分
類
を
知
的
要
素
の
特

色
に
求
め
し
む
る
所
以
で
あ
る
。
か
く
し
て
鳳
情
を
奴
何

に
分
類
す
る
の
で
あ
る
か
、
及
び
そ
れ
に
蔵
す
る
二
三
の

問
題
に
就
き
先
づ
ゲ
ィ
タ
セ
ク
の
署
書
に
由
っ
て
概
説
し

や
う
と
思
ふ
。

四

ヴ
ィ
タ
セ
ク
の
Q
毎
u
農
鼠
9
レ
瓢
亀
団
。
・
関
畠
0
6
α
q
δ
は
一
般

論
と
各
論
の
二
編
に
洌
た
れ
一
般
論
に
於
て
は
心
理
學
の

歴
象
、
心
的
物
的
二
現
象
の
血
塗
及
關
係
、
心
的
現
象
の

本
質
心
理
學
の
方
法
等
を
論
じ
各
論
は
Q
Φ
粧
8
の
ざ
ぴ
①
炉
O
Φ

影
蓼
。
。
♂
ご
Φ
り
の
二
部
に
刎
ち
前
者
に
於
て
は
表
象
、
勃
断

及
假
定
後
者
に
於
て
は
二
倍
、
意
欲
を
主
と
し
て
分
析
的

記
雄
鳥
に
取
扱
っ
て
み
る
。
然
し
余
は
上
述
の
如
く
ゲ
イ

タ
セ
ク
が
知
識
と
威
情
意
欲
と
を
如
何
に
結
合
せ
ん
と
す
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る
か
の
織
の
み
に
就
い
て
遽
べ
た
い
と
思
ぷ
の
で
あ
る
。

　
表
象
に
於
て
は
表
象
作
用
（
＜
。
謎
沖
Φ
目
薬
σ
◎
。
・
2
客
）
鋼
断
に

獲
て
は
謹
認
要
素
（
d
び
Φ
養
窪
σ
Q
毎
σ
⇔
ω
宕
。
営
Φ
暮
）
が
夫
々
の

本
質
と
な
る
如
く
威
情
に
覧
て
夫
の
本
質
と
認
む
べ
き
も

の
は
何
で
あ
る
か
。
》
イ
タ
セ
ク
は
そ
れ
を
次
の
こ
澱
に

求
め
て
み
る
。

　
第
一
　
表
象
内
容
は
表
象
作
用
と
結
合
す
る
ε
に
由
っ

て
甫
め
て
意
識
に
現
は
れ
る
、
同
様
に
戚
情
作
用
も
常
に

或
る
内
容
と
結
合
し
夫
に
由
っ
て
封
象
へ
向
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
吾
や
が
喜
び
を
域
ず
る
と
云
へ
ば
必
ず
「
何
事
」

か
に
就
い
て
の
下
口
び
で
あ
訪
悲
し
む
こ
と
と
云
へ
ば
必
ず

「
何
事
」
か
に
就
い
て
の
悲
し
み
で
あ
る
。
か
、
る
「
何
事
」

か
は
ブ
ン
ン
タ
｝
ノ
の
所
謂
指
示
的
…
封
象
に
外
な
ら
な
い

但
し
戯
情
の
揚
合
に
於
て
は
る
の
内
容
は
表
象
作
用
が
内

容
に
劉
す
る
關
係
と
は
全
然
別
の
腱
係
に
あ
る
。
表
象
内

容
の
表
象
作
用
に
謝
す
る
㈱
係
は
罪
自
立
的
で
あ
る
。
赤
㍉

色
は
只
覗
作
用
の
み
と
關
馴
す
る
、
親
作
用
を
離
れ
て
剛
、
内

　
　
　
　
　
心
理
約
請
定
に
就
い
そ

容
」
赤
は
悟
れ
藏
ら
存
在
す
る
と
は
出
家
な
い
か
ら
で
あ

る
。
表
象
内
容
が
内
容
と
し
て
存
在
す
る
だ
め
に
は
必
ず

表
象
作
用
と
結
合
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
威

情
内
容
の
事
情
作
用
に
算
す
る
關
係
は
藪
下
的
で
あ
る
。

如
何
な
る
多
情
内
容
竜
或
る
心
情
作
用
と
必
然
的
に
結
合

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
ε
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
の

花
は
悲
哀
の
早
堀
と
も
な
れ
ば
ま
だ
獣
喜
の
謝
象
と
も
な

る
。
或
は
蓮
に
一
の
威
情
作
用
は
表
象
作
用
の
如
く
或
る

内
容
の
支
持
齎
と
な
る
ε
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
威
情
内

容
と
表
象
内
容
と
は
里
．
で
あ
る
が
、
七
か
竜
表
象
作
用

と
契
情
作
用
に
劉
す
る
関
係
は
上
の
如
く
に
相
異
す
る
こ

と
、
そ
こ
に
感
情
作
用
を
表
象
思
惟
の
作
用
よ
ら
匿
別
す

る
慮
の
本
質
、
的
特
色
が
あ
る
。
凡
て
意
識
に
似
て
吾
等
の

持
つ
内
容
は
表
象
内
容
で
あ
る
か
或
は
思
惟
内
容
で
あ
り

凡
て
掛
算
に
就
い
て
吾
等
の
知
る
慮
の
者
は
表
象
勤
象
で

あ
る
か
或
は
思
惟
封
象
で
あ
る
か
で
あ
る
。
只
表
象
・
思
惟

の
み
が
直
接
封
象
へ
向
け
ち
れ
る
。
戚
惰
が
封
象
へ
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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ら
れ
る
の
は
間
接
的
で
只
直
接
盗
難
を
把
捉
丁
る
横
な
知

的
作
用
を
介
し
て
の
み
甫
め
て
劉
象
と
關
聾
す
る
と
云
ふ

ど
、
表
象
が
客
槻
的
で
あ
る
に
劉
し
て
三
聖
は
純
粋
に
圭

親
的
と
考
へ
ら
る
、
の
菟
こ
れ
故
で
あ
る
。
帥
ち
高
情
は

必
ず
何
等
か
の
知
的
作
用
あ
っ
て
こ
れ
と
結
合
す
る
こ
と

を
許
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
，
タ
セ
ク
は
こ
れ
を
藏
情
煙

嵐
（
Q
Φ
宣
旨
ぎ
話
霧
。
｛
凶
8
σ
q
）
と
呼
ん
で
み
る
。

　
第
二
　
軽
量
の
他
の
特
色
は
そ
れ
の
多
檬
性
を
分
析
す

る
こ
と
に
由
っ
て
見
出
さ
る
＼
快
。
不
快
の
封
立
で
あ

る
。
如
何
に
悪
難
な
る
感
情
と
錐
も
こ
の
本
質
的
特
色
を

敏
く
も
の
は
な
い
。
鳳
情
の
性
質
は
面
こ
の
快
、
不
快
の
野

立
の
み
で
其
他
の
区
別
は
二
者
の
軌
れ
か
と
結
合
す
る
知

的
要
素
の
綜
合
的
特
色
（
高
次
の
畑
島
）
及
び
そ
れ
の
強
度

的
時
機
的
輕
過
の
特
色
に
外
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
ヴ
ン
ト

の
考
へ
る
興
密
と
沈
静
の
如
き
は
綜
合
的
威
情
逡
行
の
強

度
的
時
闘
的
特
色
に
心
す
る
こ
と
が
出
來
、
緊
張
あ
弛
緩

の
如
き
は
意
志
的
要
素
の
共
働
の
結
果
に
外
次
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
r
　
一
一
〇

　
か
く
鳳
情
を
し
て
他
の
作
用
と
遜
即
せ
し
む
る
特
色
は

主
親
的
噛
、
あ
る
こ
と
及
び
快
・
不
快
の
封
立
を
持
つ
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
基
い
て
感
幡
…
を
分
類
ず
る
乙
と
は
意

昧
を
な
さ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
快
・
不
快
は
抽
象
せ
ら
れ

た
る
麟
情
の
本
質
で
あ
ウ
、
そ
れ
に
由
れ
ば
す
べ
て
の
戴

情
は
快
嶽
。
不
快
威
の
二
種
の
み
に
解
す
べ
き
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
　
（
ジ
、
蒼
。
・
㊦
ぎ
国
資
℃
藁
。
｝
さ
即
）
σ
q
【
8
｝
る
b
碁
ぐ

＄
自
〇
二
部
剛
冒
亀
ω
o
ぎ
じ
票
巳
群
三
遷
α
q
噛
国
酒
審
。
げ
陀
一
騨
h
．
ρ
弓
。
。

饗
ぴ
。
ざ
σ
q
剛
ρ
，
悼
P
搭
O
ど
ω
●
。
。
。
。
嚇
）
。
然
る
に
實
際
に
吾
等
の
威

情
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
前
定
と
し
て
の
知
的
作
用
を

中
に
含
め
る
一
の
復
合
膿
で
あ
る
。
例
へ
ば
色
に
就
い
て

快
戚
を
持
つ
と
云
へ
ば
色
は
之
の
快
威
の
勢
象
で
あ
り
、

叉
何
も
の
か
を
失
ふ
て
悲
し
む
と
云
へ
ば
喪
失
は
悲
哀
の

封
象
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
正
し
き
意
識
歌
態
に
於
て
は
無

煙
象
的
威
惰
（
o
蕊
①
客
ぎ
器
Ω
①
塗
庶
出
ざ
）
と
樗
す
る
如
き
も
の

㌧
存
在
は
許
ま
れ
な
い
。
か
く
し
て
如
何
な
る
威
情
も
必

然
的
に
、
輝
く
可
か
ら
ざ
る
菟
の
と
し
て
知
的
作
用
を
前
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罪
す
る
・
・
の
と
す
れ
ば
、
感
情
量
定
の
特
色
が
具
騰
的
な

る
威
惰
複
合
聾
の
種
類
を
定
む
べ
く
、
從
っ
て
威
信
の
種

々
な
ろ
嫉
分
は
藏
情
念
定
の
特
色
に
由
る
べ
き
で
あ
る
。

　
威
情
前
定
の
機
能
は
二
様
で
あ
る
擁

　
G
い
　
戴
情
が
向
け
ら
る
、
慮
の
野
離
を
戚
情
作
用
に
支

持
す
る
所
の
作
用
。

　
②
　
そ
れ
は
同
時
に
戚
情
の
部
分
原
因
と
な
る
。
例
へ

ば
「
適
意
」
と
云
ぷ
戴
情
は
濃
墨
に
向
け
ら
れ
る
の
み
な

ら
ず
温
度
畳
に
由
う
て
惹
起
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
前

記
は
か
＼
る
機
能
を
持
つ
故
に
乙
れ
を
攣
化
す
れ
ば
戚
櫨
…

複
合
盤
革
必
妙
麺
化
す
る
。
而
し
て
前
定
の
種
類
は
ヴ
ィ
タ
，

セ
ク
に
由
れ
ば
表
象
・
思
惟
の
二
種
で
あ
ウ
思
惟
は
更
に

到
噺
及
び
假
定
に
別
だ
る
＼
を
以
て
結
局
そ
れ
と
結
合
す

る
戴
情
の
種
類
は
表
象
戚
情
理
上
輿
情
及
蝦
定
威
情
の
三
“

別
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
一
、
表
象
威
情
（
＜
。
簗
亀
毒
σ
Q
・
・
σ
・
⑦
登
旨
）

　
園
庭
に
表
象
と
稽
す
る
菟
の
は
隠
縫
並
に
》
ヒ
。
穿
賦
霞

　
　
　
　
　
心
理
的
溺
定
に
」
競
い
て

δ
＜
嚢
。
・
豊
一
署
σ
q
》
と
呼
ぶ
も
の
、
知
豊
表
象
並
に
再
生
表

象
・
純
粋
想
像
表
〃
象
を
指
で
。
　
こ
れ
等
は
す
。
へ
て
純
粋
戴

情
要
素
涛
結
合
‘
て
夫
々
の
表
象
世
情
を
形
成
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃
　
　
魑

あ
る
。
而
し
て
叉
表
象
は
作
用
と
内
容
と
に
別
π
る
＼
故

に
こ
れ
等
を
二
別
し
て
表
的
作
用
憐
情
（
＜
o
屡
8
躍
§
σ
々
ω
曽

閃
茜
Φ
霞
ま
）
と
表
象
内
容
心
情
（
＜
・
曇
亀
毒
σ
Q
ω
幽
昌
・
無
ω
σ
q
Φ

津
三
①
）
と
な
る
。
前
者
は
例
へ
ば
苦
き
味
畳
に
俘
ム
不
快

温
湯
よ
う
受
く
る
猛
煙
、
余
ウ
に
強
き
光
畳
に
俘
ふ
不

快
、
歯
痛
の
如
き
も
の
で
あ
う
、
後
者
は
美
く
し
き
装
飾

或
は
旋
律
よ
う
聡
く
る
快
藏
の
如
き
で
あ
る
。
前
者
は
作

用
と
結
合
す
る
戚
情
な
る
を
以
て
作
用
の
攣
化
即
ち
威
昼

作
用
よ
う
再
生
表
象
作
用
へ
移
る
こ
と
に
由
っ
て
溝
失
す

る
。
吾
等
は
記
憶
に
出
っ
て
純
粋
な
る
戚
能
的
苦
痛
を
ぱ

感
能
的
快
戴
と
同
じ
ぐ
如
何
に
微
量
た
う
と
も
「
實
威
」
と

し
て
惹
起
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
後
者
は
例

へ
ば
美
し
き
旋
律
に
曾
て
の
如
く
内
容
め
再
生
表
象
に
於

て
も
同
様
に
實
快
鳳
に
生
る
こ
と
が
出
來
る
。
ヴ
ィ
タ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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ク
嫉
前
者
を
滅
能
的
威
情
（
α
一
睡
¢
｝
画
O
一
一
Φ
（
累
O
鴎
鴬
剛
昌
O
）
後
者
を

美
的
威
情
（
蜜
窪
Φ
晋
。
。
冨
Ω
O
霧
｝
互
と
も
呼
ん
で
み
る
。

　
此
慮
に
注
意
す
べ
き
は
威
能
的
威
幡
…
に
於
て
知
的
な
る

窓
の
が
一
方
に
、
情
的
な
る
も
の
（
国
訴
。
鐵
9
巨
＄
）
が
飽

方
に
野
立
す
る
の
で
な
く
、
垂
膿
が
威
畳
の
㎜
種
－
…
一
十
…

畳
（
Q
Φ
甕
旨
窪
黒
鼠
葛
α
q
）
と
し
て
考
ふ
べ
き
で
あ
る
と
云

ぶ
見
地
の
あ
る
こ
み
で
あ
る
（
例
へ
ば
ス
ツ
ゥ
ン
プ
の
如

く
）
。
然
し
な
が
ら
ヴ
ィ
タ
セ
穿
に
由
れ
ば
最
竜
旺
別
し
難

き
痛
畳
に
於
て
祷
威
勢
的
要
素
と
惜
的
要
素
と
が
輝
蹴
出

來
、
後
者
は
前
者
に
特
有
な
る
客
観
性
を
敏
い
て
居
る
と

云
ぷ
の
で
あ
る
。

　
二
、
判
断
威
・
情
（
d
箕
Φ
酵
σ
q
①
簿
ぼ
Φ
）

　
藝
術
晶
を
蒐
集
す
る
入
の
威
情
は
藝
術
晶
其
者
に
謝
す

る
美
的
域
情
…
の
外
に
猜
そ
れ
を
灰
持
す
る
と
云
ふ
到
断
に

基
く
特
∵
有
な
ろ
無
情
を
含
ん
で
み
る
。
か
、
る
威
惜
を
剣

断
昏
昏
と
呼
ぶ
（
同
様
邑
智
8
璽
d
彰
d
量
5
α
。
。
達
量

≦
銘
こ
。
画
。
の
ε
議
自
邸
づ
・
謎
甑
。
回
｝
ζ
み
臨
孟
”
奪
．
o
】
”
貯
恥
●
9
狗
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

信
望
。
剛
δ
δ
σ
q
甘
党
飾
O
」
の
O
笥
●
O
農
・
ゆ
b
っ
舜
）
。
表
象
戴
情
の
鍔

象
が
軍
な
る
○
蕊
①
葬
で
あ
る
に
比
し
こ
の
奪
合
は
明
か

に
〇
三
〇
圃
ハ
鋤
く
「
余
は
か
＼
る
物
を
所
持
す
る
こ
と
」
で
あ

る
。
到
臨
威
惜
に
於
て
竜
ま
尤
表
象
戚
情
に
於
て
の
如
く

竹
製
の
作
用
と
内
容
に
由
っ
て
別
た
れ
る
。
婦
奇
の
情
の

如
き
は
内
容
よ
う
は
寧
ろ
知
ら
ん
と
す
る
作
用
そ
の
も
の

よ
う
生
ず
る
故
に
盛
れ
を
工
臨
作
用
黒
黒
（
d
答
亀
器
算
σ
q

Φ
梅
壷
）
と
云
ふ
瞬
く
○
蕊
爵
戦
く
の
内
容
そ
の
も
の
に
即

し
て
生
ず
値
す
べ
て
の
感
情
例
へ
ば
［
、
余
は
兄
第
の
健
康

に
復
し
π
る
を
喜
ぶ
」
と
云
ぷ
如
き
類
は
○
蕊
の
葬
守
の
鍵

化
に
由
う
て
攣
化
す
べ
き
者
次
る
を
以
て
判
断
内
容
威
情

（〔

ﾃ
け
Φ
鵠
◎
Ω
凶
謬
財
夢
開
酸
㈹
Φ
馬
ψ
曲
】
一
Φ
）
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
後
者
に

馬
す
る
も
の
は
○
ぴ
器
蓉
凶
く
の
性
質
に
論
い
て
周
奉
葺
働
ρ
勲

算
房
｝
『
臼
試
演
9
・
u
園
⇔
影
壁
Φ
ご
鵠
凶
に
①
凶
辞
男
①
峯
噛
Q
①
貫
周
崔

。
罫
国
。
穿
窪
σ
Q
b
浮
富
島
Φ
導
Φ
誉
弩
㈹
Φ
」
芝
Φ
量
巳
り
障
碧

お
の
如
く
置
別
せ
ら
れ
る
。
　
潭
イ
ノ
ン
グ
は
　
層
昌
0
7

0
ざ
轡
q
冒
畠
6
就
”
貯
魯
2
μ
¢
⇒
8
話
嵩
魯
§
α
q
色
出
蟹
ぞ
Φ
鼠
警
。
◎
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二
ρ
O
尾
農
弘
G
。
逡
　
　
於
て
作
用
に
由
る
込
の
を
覇
豊
沼

塁
σ
Q
Φ
h
ψ
三
β
内
容
に
露
る
竜
の
を
圏
鋤
侭
亀
穿
冨
と
呼
ん

だ
。
買
値
戚
惰
と
呼
ば
る
、
耳
管
は
、
そ
は
封
象
及
び
事

實
の
債
値
を
署
等
に
示
現
し
吾
等
を
し
て
共
の
上
に
愚
答

付
け
し
む
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
画
竜
の
か
に
債
値
あ
る

と
云
ぷ
の
ば
そ
れ
の
葬
在
に
曝
す
る
讃
認
に
於
て
快
餓
を

持
つ
こ
と
で
あ
る
。
　
湖
心
Φ
廣
σ
q
Φ
籍
篇
を
ぱ
論
理
的
繊

情
と
呼
び
蟹
値
引
惜
を
倫
理
的
餓
惜
と
呼
ぶ
場
合
竜
あ
「

る
。

　
三
、
假
定
威
惰
（
〉
ロ
羅
5
圃
μ
ヨ
Φ
σ
q
o
h
厳
き
）

　
ア
ソ
ナ
ド
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
イ
ソ

　
假
定
に
…
封
ず
る
揚
合
は
實
在
な
ら
ざ
る
引
く
の
假
象
に

向
っ
て
で
あ
る
。
吾
等
が
詩
を
噛
ん
で
旗
激
す
る
時
吾
等

は
詩
の
内
容
を
ば
事
實
と
し
て
認
む
る
の
で
な
く
穐
即
ち

事
事
と
し
て
「
到
断
ず
る
」
の
で
な
く
只
想
像
に
於
て
聯

想
す
る
の
で
あ
る
。
從
て
詩
に
封
ず
る
唇
等
の
思
惟
作
用

は
到
断
に
非
ず
し
て
假
定
で
あ
る
。
不
幸
績
き
に
矯
め
る

人
は
彼
の
想
像
に
於
て
幸
編
に
な
う
し
揚
合
を
旧
き
出
し

　
　
　
　
　
心
理
的
溺
定
に
就
い
て

そ
れ
に
於
て
玉
ゆ
ら
の
喜
び
や
浦
足
を
威
ず
る
の
で
あ

る
。
嚢
た
や
が
て
來
べ
き
或
は
到
鷹
現
實
に
求
め
得
ら
れ

ざ
る
砂
蟹
に
自
ら
を
須
炎
く
置
い
て
見
る
竜
の
何
等
か
の

希
求
を
持
．
つ
も
の
は
か
く
湾
へ
る
こ
と
に
由
っ
て
㎜
単
な
る

假
定
よ
う
解
載
せ
ら
れ
「
唄
物
さ
れ
π
る
」
勤
象
に
向
け

ら
れ
た
漁
る
脳
髄
を
膿
駿
す
る
。
か
、
る
竜
の
が
即
ち
假

定
戴
欝
で
あ
る
。

　
椴
定
威
情
は
到
断
戚
欝
と
同
様
な
る
団
円
2
益
ρ
麟
毎
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

臣
2
察
量
斜
等
を
持
つ
が
づ
．
陣
Φ
馨
塁
σ
Q
Φ
窪
晶
と
同
様
な
も

の
を
持
つ
こ
と
が
な
い
。
何
と
な
れ
ば
勃
断
と
假
定
と
の

匿
刎
は
心
的
「
作
用
」
の
匿
別
で
あ
る
が
假
定
作
用
は
剣
断

作
用
の
有
す
る
「
読
認
」
を
飲
く
故
に
前
者
の
如
く
特
有
な

る
作
…
用
滅
儒
…
（
と
ハ
面
。
窪
三
①
）
を
惹
起
す
る
の
力
を
敏
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

居
る
か
ら
で
あ
る
。
部
ち
椴
酔
臥
情
は
飯
野
内
容
威
情
で

あ
る
。

　
假
定
戯
情
は
難
事
に
向
け
ら
れ
る
と
云
へ
ば
そ
れ
の
匪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
輔
三
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哲
藥
研
究
　
第
四
十
八
號

或
は
不
快
は
上
騰
（
一
一
『
一
場
犀
一
一
〇
げ
O
こ
慶
　
（
甲
Φ
h
律
げ
一
）
と
し
て
の
快

で
も
不
快
で
も
な
い
と
云
．
ふ
こ
と
に
な
る
。
然
し
乙
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
じ
メ
ト
ヲ
ウ
ぬ
ル

逆
理
に
見
え
る
。
風
定
悲
裏
を
騰
鹸
す
る
菟
の
は
五
感
と

し
て
の
悲
哀
と
同
筆
な
も
の
を
膿
験
す
る
、
然
し
こ
れ
を

實
際
的
（
Φ
N
聞
の
静
｝
凶
O
｝
同
）
に
悲
哀
と
し
て
禮
験
す
る
の
で
は
な

い
。
快
感
の
揚
合
も
圃
様
で
あ
る
。
、
彼
は
一
つ
の
威
情
を

「
想
像
し
に
於
て
彊
験
す
る
も
或
鯵
、
實
際
旋
於
て
膿
験

す
る
も
ひ
と
し
く
こ
れ
を
青
紫
と
し
て
髄
験
す
る
の
で
、
あ

る
。
只
二
者
の
相
異
す
る
所
は
、
ひ
と
し
く
快
不
快
で
あ

る
と
は
云
へ
前
者
は
後
者
の
實
際
的
で
あ
る
こ
》
．
即
ち
實

際
藏
情
（
浮
霧
粛
O
鑓
三
）
で
あ
る
に
封
し
そ
れ
を
（
實
際
性

を
）
敏
除
し
て
み
る
瓢
．
即
ち
想
像
威
情
（
℃
『
塁
或
①
Q
Q
o
h
欝

一
）
と
価
す
べ
き
鋤
に
存
す
る
。
約
言
す
れ
ば
ヴ
ィ
ワ
タ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
ナ
ロ
メ

ク
に
由
れ
ば
、
假
定
感
情
は
假
定
と
結
合
せ
る
が
π
め
に

、
登
く
そ
の
こ
と
の
だ
め
に
實
威
な
ら
ざ
る
他
の
側
管

と
な
る
の
で
な
く
、
留
れ
の
登
窯
が
實
際
威
情
叉
は
到

噺
鳳
情
に
算
し
て
想
像
威
情
と
し
て
皇
別
せ
ら
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

云
ふ
の
で
あ
る
。
實
際
域
情
と
想
像
当
量
の
相
異
は
帰

方
は
笹
葉
を
一
方
は
假
定
を
鑑
定
と
し
て
持
つ
と
云
ふ
こ

と
、
帥
ち
假
定
と
到
断
と
置
号
せ
ら
る
＼
鮎
は
後
者
の
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

つ
信
慧
（
（
純
一
⇔
「
昌
一
）
①
β
）
謹
認
を
前
者
が
映
除
す
る
た
め
に
假

定
は
到
断
よ
り
も
可
動
的
で
あ
轟
任
意
的
で
あ
る
と
去
ふ

よ
う
以
上
の
相
異
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
二
者
ば
戚
情
本

質
の
匿
別
で
は
な
く
て
何
慮
ま
で
も
威
情
前
定
の
相
異
で

あ
う
。
感
情
本
質
は
常
に
實
感
で
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
關
し
て
マ
イ
ノ
ン
グ
と
見
解
を
異
に
す
る
こ
と
は

次
節
に
蓮
ぶ
る
如
く
で
あ
る
。

・
感
情
の
分
析
に
附
帯
し
て
ヴ
ィ
タ
セ
ク
が
意
欲
の
作
用

を
如
何
に
取
扱
ふ
か
を
述
べ
ん
に
具
膿
的
な
る
戴
情
と
同

檬
に
具
禮
的
な
る
意
欲
は
複
合
せ
る
心
的
事
實
で
あ
る
。

表
象
が
他
の
す
べ
て
の
心
的
複
合
膿
に
與
か
る
如
く
乙
れ

に
も
輿
か
る
乙
と
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
表
象
は
意
欲
の

目
的
を
示
す
こ
と
が
出
來
な
い
、
意
欲
せ
ら
れ
る
菟
の
は

軍
な
る
○
蕊
⑦
蓉
で
は
な
く
て
常
に
○
蕊
①
蓉
貯
で
あ
る
か
ら



：う弓1

で
あ
る
。
余
が
何
も
の
か
を
欲
求
す
る
と
云
ふ
の
は
、
「
余

が
何
も
の
か
を
所
持
す
る
こ
と
」
を
欲
求
す
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
ぼ
メ

る
。
　
○
ぴ
冒
囮
即
く
は
判
臨
…
に
よ
6
か
或
は
假
定
に
由
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
プ
ゼ
ク
チ
じ
フ

把
捉
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
揚
合
の
零
観
的
は
欲

，
求
に
向
っ
て
己
に
實
現
せ
ら
れ
孕
る
事
實
で
は
菰
く
軍
に

「
假
定
的
に
に
支
持
せ
ら
れ
て
る
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
把
捉
す
る
も
の
は
假
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
換
言

す
れ
は
如
何
な
る
言
下
に
於
て
も
假
定
が
存
し
、
そ
れ
に

由
っ
て
意
欲
，
事
象
帥
ち
冒
的
が
支
持
せ
ら
れ
る
。
而
し
て

若
し
弓
弦
的
が
到
達
せ
ら
る
＼
時
は
假
定
は
同
一
封
蝋
に

就
い
て
の
到
籔
に
移
行
す
る
と
云
ふ
。
　
（
同
一
の
思
想
は

　
ト
O
O
b
り
・
マ
イ
ノ
ン
グ
の
d
び
①
財
卜
鄭
羅
乙
昌
昌
。
冒
　
初
版
に
存

す
る
竜
の
で
あ
る
。
）

　
假
定
と
意
欲
と
の
開
係
は
二
糠
で
あ
る
。

　
仙
　
目
的
の
把
捉
作
用
と
し
て
、

　
偶
　
更
に
は
想
橡
威
情
殊
に
想
像
快
感
（
困
、
｝
≦
憂
巴
¢
冨

鶴
鳴
隷
這
ρ
）
の
仮
定
と
し
て
。

　
　
　
　
　
心
理
的
前
定
に
就
い
て
、

　
意
欲
せ
ら
る
、
も
の
即
ち
意
欲
の
目
的
と
な
る
も
の
は

先
づ
思
惟
さ
れ
ね
ば
な
ら
綴
、
而
し
て
そ
は
按
た
快
威
を

惹
起
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
然
し
乙
の
快
威
は
元

首
を
云
へ
ば
假
想
的
な
る
竜
の
、
即
ち
屯
辱
庭
蜀
6
Φ
を
轡

象
と
し
て
持
つ
乙
と
な
き
も
の
な
る
故
に
實
際
感
情
に
非

ず
し
て
想
橡
感
情
で
あ
る
。
乙
の
想
像
戴
情
は
、
普
麺
の

場
合
に
は
目
的
が
到
蓬
せ
ら
れ
暇
定
が
判
噺
に
移
行
す
る

と
同
時
に
、
相
器
…
す
る
實
際
感
情
及
び
満
足
の
感
目
的
到

達
の
熱
量
と
な
る
の
で
あ
る
。
明
か
に
想
像
に
於
て
期
待

せ
ら
れ
π
る
快
食
が
意
欲
の
充
た
さ
れ
直
る
後
に
於
て
實

際
的
に
魔
窟
せ
ら
れ
な
い
揚
合
が
あ
る
が
、
そ
は
實
現
せ

ら
れ
だ
る
事
實
が
意
欲
に
忌
寸
せ
ら
れ
を
る
と
乙
ろ
の
も

の
と
十
分
合
致
し
な
い
事
事
で
あ
る
か
、
或
は
戴
情
傾
向

が
實
現
せ
ら
れ
π
る
者
に
撤
し
て
立
際
は
全
く
異
る
竜
の

を
要
求
し
て
居
拠
揚
合
或
は
意
欲
に
由
れ
左
る
想
像
威
情

に
由
っ
て
威
惰
傾
向
が
己
に
活
動
力
を
嚢
失
し
て
み
だ
揚

合
か
で
あ
る
。
叉
意
欲
に
於
て
想
像
戚
情
の
輿
か
る
は
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
一
五

●
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が

　
　
　
　
　
哲
　
艦
，
　
研
　
究
　
　
「
第
鰻
を
八
醗

通
で
あ
る
が
然
し
時
と
し
デ
、
は
實
灘
繊
情
特
に
不
快
藏
の

輿
か
る
揚
合
が
あ
る
。
不
快
滅
は
主
と
し
て
境
窪
の
状
態

か
ら
惹
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
鋼
へ
ば
窓
外
よ
毒
の
嘘

曝
．
に
不
快
乞
威
じ
て
戸
を
閉
ち
ん
と
欲
す
る
如
ぎ
で
あ
る

。
表
象
・
假
定
ラ
灯
れ
・
で
前
定
と
す
る
三
傑
残
情
及
び
不
快

威
こ
れ
等
は
合
し
て
所
謂
意
欲
の
「
動
機
し
を
作
る
。

　
己
に
蓮
べ
・
7
2
る
空
く
溜
男
の
本
質
を
な
す
者
は
肯
定
否

定
の
郵
立
馬
愛
惜
の
本
質
を
な
す
毛
の
は
快
不
快
の
聯
立

で
あ
る
が
意
欲
に
於
て
そ
れ
に
相
参
す
る
要
素
は
欝
で
あ

る
か
。
意
欲
は
聖
な
る
表
象
や
国
情
要
素
の
複
舎
搬
で
は

獄
い
、
そ
れ
等
に
翼
は
れ
ざ
ら
し
特
有
な
“
’
9
中
核
が
意
欲

を
し
て
意
欲
だ
ら
し
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
性
質
的
特
性

と
し
て
ぐ
豊
諺
α
。
窪
と
ぐ
讐
瓢
蓉
ぎ
毒
F
薙
。
｝
ぼ
密
9
穿
。

ご
Φ
調
こ
Q
町
⑦
び
霧
　
　
考
達
O
謎
欝
．
Φ
ぴ
○
⇔
の
撃
墜
が
あ
る
。
軌

れ
に
調
て
も
到
噺
の
肯
定
昼
鳶
の
場
合
の
魏
く
主
魏
の
能

動
的
態
度
が
示
さ
れ
る
。
属
凶
O
算
嶺
O
｝
｝
¢
P
轟
、
猿
○
謎
霞
0
8
昌

は
決
し
て
勤
象
の
溝
失
に
封
ず
る
軍
な
る
努
力
或
は
意
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
一
六

作
餓
の
輩
な
る
映
乏
を
意
嘘
ぞ
る
菟
の
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。

蹴
ua　ama

辱

　
マ
．
4
ノ
ン
グ
と
ゲ
イ
声
セ
グ
の
閥
に
想
橡
戴
情
の
本
質

に
就
い
て
及
び
そ
れ
と
蘭
若
し
美
的
威
構
の
本
質
に
關
し

て、

ｩ
地
の
相
異
が
あ
る
。

　
マ
イ
ノ
ン
グ
は
お
露
に
其
心
理
動
的
圭
著
と
d
び
理
》
昌

岡
急
彰
窪
．
、
を
出
し
表
象
と
憂
欝
と
の
中
間
に
あ
う
て
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
じ
メ

ニ
者
に
婦
曝
す
べ
か
ら
ざ
る
薪
な
る
作
用
と
し
て
假
定
を

認
む
る
と
典
に
實
際
（
薄
縁
。
D
酔
）
に
饗
す
る
想
像
（
揮
｝
善

欝
。
。
♂
）
の
範
幽
を
撰
卜
し
て
鍵
際
に
於
け
る
表
象
・
興
膨

・
情
意
に
属
し
想
像
の
古
園
に
於
て
竜
前
者
に
蹄
入
引
ぺ

か
ら
ざ
る
想
像
表
象
（
導
聾
謀
陣
㊦
乏
。
嵐
Φ
｝
一
毎
σ
q
）
想
像
到
“

噺
…
（
℃
愚
鈍
鑛
帥
霊
詳
亀
）
想
轍
滅
情
（
麗
y
i
σ
q
Φ
雛
乞
）
及
び

想
像
意
欲
（
等
・
i
び
Φ
σ
q
霧
箋
轟
）
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
ロ
メ

み
る
。
想
像
到
断
と
は
即
ち
認
定
で
あ
る
。
か
く
意
識
の
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全
室
的
特
色
と
し
て
實
際
と
想
像
と
を
封
号
せ
し
め
後
者

を
以
て
前
者
に
曝
入
す
べ
か
ら
ざ
る
竜
の
と
す
れ
ば
當
然

想
像
深
情
は
實
際
威
情
と
翠
に
前
定
の
相
異
に
由
る
の
み

な
ら
ず
本
質
的
に
匿
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ィ
タ
セ

ク
は
こ
れ
に
曝
し
て
其
著
Q
讐
画
譜
σ
Q
Φ
鎌
崎
艶
σ
Q
①
μ
6
Φ
営
Φ

u
三
三
爵
。
賦
ぎ
日
⇔
O
幽
に
於
て
想
像
戴
惰
と
實
強
威
情
と
の

琶
別
は
威
情
の
本
質
に
存
せ
ず
し
て
言
言
…
前
突
の
特
性
に

外
次
ら
ぬ
こ
と
を
主
張
し
更
に
心
理
學
に
於
て
竜
同
一
の

意
見
を
持
す
る
こ
と
雨
節
に
見
る
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に

封
し
マ
イ
ノ
ン
グ
は
更
に
H
曽
P
q
び
2
跨
呂
昌
旨
曾
の

二
版
に
於
て
詳
細
に
此
問
題
を
論
究
し
て
第
一
．
版
に
於
け

・
る
と
側
じ
く
想
像
威
情
が
全
く
新
獄
る
威
情
な
る
こ
と
を

主
張
し
且
ヴ
ィ
訳
語
ク
の
所
謂
美
的
威
幡
を
以
て
表
象
滅

情
と
見
る
こ
と
に
反
忙
し
嗣
鳳
情
は
測
定
感
情
で
あ
る
こ

陶
こ
を
述
べ
．
て
る
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
要
す
る
に
ヴ
ィ
タ
セ
ク
の
想
橡
感
惜
に
摩
す
る
根
本
的

め
考
は
そ
れ
を
以
て
假
窟
餓
情
と
岡
一
の
も
の
と
見
る
こ

　
　
　
　
　
、
鴫
麗
酌
，
莇
定
に
就
い
て
、
　

と
で
あ
る
が
、
マ
イ
ノ
ン
グ
は
「
想
像
」
を
以
て
「
實
際
」

に
掛
鷹
し
て
而
か
も
新
な
る
竜
の
と
考
ム
る
以
上
想
像
威

情
の
申
に
實
際
滅
情
に
於
て
の
如
く
畢
に
假
定
憐
情
の
み

菰
ら
ず
表
象
鳳
情
・
－
到
細
身
情
を
竜
含
め
や
5
と
し
て

み
る
。
彼
は
ヴ
ィ
タ
セ
ク
が
想
像
威
情
は
量
定
威
情
に
外

な
ら
ず
逆
に
假
定
賊
惜
は
想
像
滅
情
に
外
な
ら
ず
と
い
ふ

を
（
ぞ
圃
鐵
ω
①
F
Φ
≧
σ
曾
蛉
σ
q
Φ
号
尾
夢
＝
σ
Q
g
b
Φ
。
。
夢
Φ
強
ぎ
こ
Q
」

同
◎
。
量
目
㊤
）
次
の
二
黙
よ
う
論
評
し
て
み
る
。

　
第
一
撃
際
域
情
は
必
ず
し
竜
假
定
艶
情
に
罪
る
こ
と
。

　
若
し
過
衷
の
心
的
事
實
を
想
起
す
る
こ
と
を
慶
嘉
で
想

像
騰
験
と
よ
潔
敬
ら
ば
遇
去
の
威
情
の
想
起
は
や
が
、
て
現

實
の
想
像
滅
情
と
な
る
。
若
し
こ
の
感
情
が
歯
痛
と
添
ぶ

如
き
感
能
無
情
（
表
象
威
櫨
…
）
で
あ
る
揚
合
、
こ
れ
を
想
起

に
於
て
膿
験
す
る
幌
糠
憐
情
は
假
定
事
情
で
あ
る
と
は
云

　
　
ゆ

は
れ
な
い
。
同
檬
な
乙
と
は
債
値
威
情
（
勃
断
、
感
惜
）
に

就
い
て
も
云
は
れ
る
。
友
入
の
死
に
就
い
て
過
ぎ
し
B
の

悲
哀
を
想
起
す
る
蒔
は
想
像
威
惰
を
持
つ
が
、
そ
れ
は
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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哲
　
壌
　
研
　
究
　
　
第
圏
十
！
八
・
醗

人
の
死
に
供
す
る
勃
漸
を
少
し
も
疑
ふ
の
で
は
な
い
。
此

場
合
は
明
か
に
判
断
法
器
が
想
像
鳳
情
と
し
て
騰
験
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
想
像
威
情
の
申
假
定
温
情
は
重
要

な
部
分
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
潔
斎
申
に
は
表
象
感
情
並

に
到
断
戴
勝
が
見
出
さ
る
㌦
故
に
想
像
感
情
を
…
以
て
直
ち

に
假
定
春
情
で
あ
る
と
云
ム
の
は
當
を
得
て
み
な
い
。

　
第
二
逆
に
假
定
威
情
は
必
ず
し
も
想
像
無
情
に
あ
ら
ざ

る
乙
と
。

　
マ
イ
ノ
ン
グ
に
由
れ
ば
此
織
が
ジ
ィ
タ
セ
ク
の
美
學
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

の
重
要
な
る
思
想
に
反
封
ず
る
と
乙
ろ
の
も
の
で
、
即
ち

ヅ
、
タ
セ
ク
は
美
的
詩
情
の
鋼
象
は
常
に
〇
三
Φ
葬
で
あ

る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
が
マ
イ
ノ
ン
グ
は
例
へ
ば
美
し
き

物
語
に
野
す
る
吾
等
の
態
度
に
於
て
知
ら
る
＼
如
く
吾
等

に
美
的
印
象
を
輿
ム
る
も
の
は
明
か
に
○
蕊
Φ
赤
く
で
あ

る
何
と
な
れ
ば
そ
れ
は
假
定
に
由
っ
て
把
捉
せ
ら
る
、
か

ら
で
あ
る
。
乙
の
鴬
合
の
美
的
戴
情
は
表
象
威
情
な
ら
ず

し
て
假
定
論
情
で
あ
る
。
或
は
ま
だ
吾
等
が
美
し
き
装
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

や
旋
律
に
よ
ウ
て
快
戚
に
至
る
欝
欝
か
㌧
る
美
威
は
實
在

す
る
音
容
ば
色
そ
の
竜
の
に
由
る
の
で
．
も
な
く
、
ま
π
其

の
遜
譲
に
關
す
る
憶
断
に
基
く
の
で
竜
な
く
、
軍
に
そ
れ

の
コ
a
o
・
。
㊦
言
に
聾
す
る
、
從
っ
て
○
ぼ
㊦
ニ
ノ
・
に
關
す
る
假

定
で
あ
る
。
る
れ
故
に
美
威
は
專
ら
假
定
威
情
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
織
。
而
し
て
盗
賊
は
想
像
の
み
で
な
く
實
際
に
於

い
て
膿
験
せ
ら
る
、
に
故
に
美
戚
は
實
際
戴
情
に
竜
厩

す
る
。
帥
ち
想
像
威
情
は
假
定
威
情
と
交
錯
す
る
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
よ
り
範
園
の
遙
か
に
廣
い
も
の
で
あ
る
（
q
σ
Φ

鮎
子
厚
ロ
巴
》
影
Φ
峯
b
つ
か
昌
沖
¢
“
q
Q
一
軌
i
㏄
b
D
ド
）
。
　
マ
イ
ノ
ン
グ
に

　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

由
れ
ば
威
情
は
作
用
に
由
れ
ば
表
象
威
情
。
假
定
詰
情
及

立
番
…
威
胃
癌
と
な
る
が
内
容
よ
参
見
れ
ば
コ
Q
O
器
坤
羨
σ
q
Φ
塗
匿
Φ

帥
ち
美
言
の
Φ
一
翼
◎
q
青
膨
δ
即
ち
儂
値
事
情
（
存
在
論
漸
に

憎
く
）
と
に
別
だ
れ
る
。
更
に
意
識
の
完
成
一
（
ぐ
。
昌
犀
。
匿
言

Φ
巳
邑
酔
）
よ
り
見
る
時
は
實
際
戴
情
と
想
像
威
情
に
別
π

れ
此
二
者
に
於
て
作
用
及
内
容
に
基
く
戚
情
は
す
べ
て
甥

慮
的
に
含
ま
る
、
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
到
断
滅
情
は
實
際
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威
情
と
し
て
は
の
①
凶
塁
α
q
①
達
昌
と
し
て
美
甘
（
の
O
ω
Φ
営
謁

Φ
塗
露
）
π
る
こ
と
な
き
竜
、
想
像
の
中
に
取
入
れ
ら
る
、

時
は
想
像
威
情
と
し
て
皇
威
と
も
次
う
得
る
の
で
あ
る
。
・

彼
に
由
れ
ば
ご
ぞ
霞
夢
鎗
貯
屋
σ
Ω
、
、
は
想
像
に
於
て
こ
詞
く
鶏
貯

ロ
σ
q
、
．
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
ヴ
ィ
タ
セ
ク
の
如
く
七
情
と
云
は
る
、
者
は
す
べ

て
實
威
に
外
な
ら
ね
と
見
る
こ
と
＼
マ
イ
ノ
ン
グ
の
如
く

實
際
威
情
心
ち
虚
威
と
見
で
そ
れ
に
心
立
ず
る
想
像
域
情

を
考
ム
る
乙
と
、
從
て
威
情
の
種
類
は
心
理
的
前
定
の
特

色
に
墓
く
外
憂
に
意
識
の
く
色
ぎ
崔
携
Φ
巳
レ
Φ
諜
に
由
っ
て

別
π
る
＼
と
見
る
之
と
の
主
張
は
余
に
取
て
極
め
て
興
味

深
き
問
題
で
あ
る
。
が
是
に
關
す
る
考
察
は
他
臼
試
み
る

こ
と
と
し
て
此
慮
で
は
此
問
題
に
異
し
二
三
参
考
と
な
崩

竜
の
の
み
を
墨
げ
て
置
か
う
と
思
ふ
。
マ
イ
ノ
ン
グ
と
共

に
想
像
鳳
幣
…
の
特
異
性
を
認
む
る
竜
の
は

　
　
炉
召
Q
夢
旨
σ
q
2
・
鳩
d
ぴ
Φ
乙
δ
蜜
ぎ
鎌
爾
国
き
蓼
凶
⑦
α
q
甲

窪
鵠
㊦
窪
山
雪
嘗
夢
⑦
暮
Φ
σ
q
Φ
一
】
旨
茜
9
二
に
厳
⑦
口
孚
．
農
①
酵

　
　
　
　
　
心
理
酌
葡
定
に
旧
い
F
て
　
；

　
q
コ
富
一
．
裟
。
浮
草
σ
q
Φ
⇔
N
琴
Q
Φ
α
q
Φ
昌
頓
欝
6
鋤
ω
夢
●
賃
層
。
巨
同
巳
｝
＄

ω
振
お
中

　
弱
b
冠
辞
σ
q
聲
望
桑
蚕
Φ
凶
離
日
目
Φ
冨
Φ
ぎ
河
山
霞
弩
♀

ぎ
舞
冨
β
審
寒
け
置
ρ
国
Φ
楠
蓉
ぼ
●
腕
・
面
出
9
。
冒
σ
Q
凶
ρ
さ

G
農
庸
窓
α
内

　
・
剴
－
㏄
O
｝
｝
事
始
吋
潮
　
d
ぴ
①
曝
や
げ
曽
β
言
o
o
】
O
h
普
昌
P
卜
暢
O
》
署
騰

．
鶏
。
D
8
岸
暮
・
蜀
竃
δ
ω
o
娼
ぼ
ρ
H
日
日
o
Q
・
昏
G
o
H
宙

ヴ
ィ
タ
セ
ク
の
如
く
反
号
す
る
も
の
と
し
て

　
6
F
ピ
号
で
ρ
蜀
。
詳
ω
Φ
叶
曽
昌
σ
Q
伽
Φ
尾
ご
娼
。
。
気
◎
》
○
ピ
σ
◎
霞
Φ
詳
娼
－

自
画
肉
戸
、
．
　
凶
Φ
一
眠
。
嵜
．
・
晒
弓
q
慶
気
。
岸
。
嗣
（
騰
剛
ρ
Q
◎
ド

　
害
霞
崎
り
q
げ
霧
｝
岸
u
巴
閣
巨
Φ
7
国
Φ
詳
器
げ
鴛
」
●
朝
野
。
げ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯

晒
O
ω
・
怒
っ
α
舜

　
d
く
・
鼠
●
d
財
び
欝
瞬
ぐ
鑑
5
暮
δ
詳
饗
召
2
β
昏
酔
鐸
尾
Φ
騨
U
獅
冨
≦
ψ

H
㊤
O
㊤
や
μ
Q
◎
Q
o
l
困
㌫
ド
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一層
回

ヘ
フ
ラ
貫
の

～

Φ
毎
口
置
Φ
｝
尾
Φ
ロ
自
霧
勺
塁
。
ザ
。
ご
σ
魔
δ
は
初

己
　
　
　
　
　
＝
九
　
　
　
程



346

　
　
　
　
　
哲
壌
醗
兜
　
繁
四
浄
八
一

版
が
其
者
静
箆
旨
σ
今
6
と
典
に
ド
Q
，
り
醐
に
出
だ
、
薗
者

は
後
者
を
講
義
用
の
た
め
に
若
干
勤
勉
に
し
π
竜
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
ヘ
フ
ラ
『
の
愚
想
を
十
分
知
る
た
め
に
は

後
者
に
櫨
ら
ね
ば
な
ら
霞
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
無
下
は
同

G。

I
o
出
版
の
薯
琶
鎚
Φ
ぎ
①
口
幽
霞
ピ
。
σ
q
節
と
合
本
に
な
っ

て
み
る
。
　
お
お
合
羅
第
四
版
は
其
内
容
が
初
版
と
異
つ

げし

ﾝ
な
い
。
　
　
ヘ
　
フ
」
フ
喜
の
7
心
理
藺
學
は
弛
ハ
一
山
山
並
つ
主
祈
交
部
八
万

に
於
て
全
く
ヴ
づ
タ
セ
ク
と
同
じ
も
の
で
あ
る
、
ヴ
ィ
タ

セ
ク
が
恐
ら
く
ヘ
フ
ラ
茸
の
署
書
に
負
ふ
の
で
あ
ら
う
。

前
蓮
の
間
題
に
紛
し
て
へ
7
ラ
罫
が
感
情
を
如
何
に
分
類

す
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
述
べ
て
見
や
5
。

　
　
ヘ
フ
ラ
窟
に
由
れ
ば
器
量
は
快
・
不
快
の
二
種
に
の
み

限
ら
る
べ
き
竜
の
で
其
他
の
性
質
的
証
別
は
夫
に
輿
か
る

知
的
要
素
の
箆
別
に
外
な
ら
な
い
と
見
る
こ
と
、
從
っ
て

威
情
の
分
類
に
就
い
て
は
ヴ
ィ
掌
中
ク
と
殆
ど
同
蝿
と
云

．
つ
て
竜
よ
い
。
夫
に
即
し
て
及
び
夫
に
由
っ
て
吾
等
が
快

・
不
快
を
持
つ
様
な
心
的
現
象
を
（
内
容
の
み
に
關
し
て
）

㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

彼
は
マ
イ
ノ
ン
グ
と
．
同
じ
く
心
理
的
前
定
と
呼
ぶ
。
　
（
マ

イ
ノ
ン
グ
が
初
め
て
此
言
葉
を
用
ひ
た
の
は
譲
や
魯
。
ご
σ
Q

δ
9
6
饅
謎
9
窪
d
客
Φ
同
。
。
き
ぎ
口
σ
q
窪
器
門
芝
。
客
夢
Φ
孤
臥
①
μ

。。

浮
ﾅ
あ
る
）
。
　
彼
に
由
れ
ば
如
何
な
る
戴
情
逃
必
ず
心

理
的
前
定
を
持
π
ね
ば
な
ら
な
い
、
從
っ
て
　
も
蕊
Φ
犀
尊

。
器
．
、
Q
Φ
窪
露
Φ
と
云
ふ
如
き
竜
の
は
嚴
密
獄
意
味
で
存

在
し
な
い
と
云
ム
の
で
あ
る
。

　
か
＼
る
心
理
蘭
前
定
の
特
色
に
由
っ
て
感
情
を
二
つ
こ

と
は
ヴ
ィ
タ
セ
ク
と
同
士
で
あ
る
が
只
彼
の
如
く
假
定
威

情
の
存
在
を
認
め
て
み
な
い
。
翻
し
彼
は
其
他
著
幣
塁
。
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
ロ
メ

。
ざ
σ
q
δ
に
於
て
は
戸
り
淫
風
に
「
施
主
」
な
る
語
を
使
用

し
意
欲
の
動
機
に
砂
腫
の
興
か
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
る

る
が
此
書
に
於
て
は
詰
論
な
る
作
用
を
示
す
言
葉
を
全
く

用
ひ
て
み
な
い
。
彼
は
凌
π
ヴ
ィ
タ
臨
書
ク
と
同
じ
く
美

的
賢
愚
を
以
て
表
象
感
情
に
厩
す
べ
き
も
の
と
し
て
み

る
。
例
へ
ぱ
音
の
調
和
色
の
鋼
比
は
美
威
を
惹
起
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
把
捉
す
る
作
場
は
到
噺
で
な
く
て
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衷
象
で
あ
る
。
何
故
に
到
断
で
な
い
か
と
云
へ
ば
吾
等
が

霊
を
見
て
美
し
い
と
鳳
ず
る
の
は
叢
そ
の
込
の
を
或
は
共
．

の
現
は
す
勢
象
を
意
欲
す
る
こ
と
で
竜
な
く
或
は
紫
た
現

は
さ
れ
π
る
事
物
或
は
出
來
事
が
果
し
て
實
在
す
る
や
否

や
を
到
断
ず
る
の
で
も
な
く
て
羅
に
か
く
か
く
と
表
象
す

る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
イ
ノ
ン
グ
は
上
述
の
如

く
こ
れ
を
以
て
角
皮
に
菟
表
象
に
も
あ
ら
ざ
る
聖
母
と
考

へ
る
。
こ
の
關
係
に
就
い
て
は
興
味
あ
る
問
題
を
構
成

す
る
と
思
ふ
。

　
彼
は
綾
た
到
断
威
情
に
冒
す
る
摺
値
旧
情
の
一
種
と
し

て
O
㊦
服
罪
ω
σ
q
Φ
塗
匿
P
甥
。
σ
Q
o
げ
一
霞
融
σ
q
o
塗
乞
⑦
の
如
き
も
の

を
畢
げ
て
る
る
が
、
恰
か
不
二
噺
賊
情
が
勃
漸
と
結
合
し

夫
起
由
っ
て
惹
起
せ
ら
る
㌧
如
く
前
者
は
先
行
す
る
或
る

威
情
に
墓
い
て
生
ず
る
威
情
で
あ
う
後
者
は
例
へ
ば
吾
等

の
努
力
に
俘
ひ
、
目
的
實
現
の
程
度
に
随
っ
て
膿
験
せ
ら

る
る
如
き
戚
惰
で
あ
る
ゆ
譲
れ
に
於
て
竜
理
論
的
に
港
ふ

れ
ば
或
る
戚
情
或
は
努
力
の
存
在
を
毒
ぎ
露
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
心
肉
的
溺
書
就
い
で

即
ち
一
種
の
存
在
鋼
断
に
俘
ぷ
威
情
心
に
債
値
戚
幡
…
と
見

る
の
で
あ
る
。
　
ゲ
．
タ
セ
ク
の
言
葉
で
云
へ
ば
意
欲
の
動

機
に
含
ま
る
㌦
乗
気
は
想
像
威
情
（
假
定
威
情
）
で
あ
る

が
目
的
實
現
に
俘
ふ
威
傭
は
か
、
る
意
昧
の
｛
償
値
下
情

で
あ
る
。
か
く
考
へ
慮
る
時
は
所
謂
ぞ
霧
。
器
α
q
鼠
霞
δ

も
ま
π
一
種
の
儂
値
心
情
と
見
ら
る
、
乙
と
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
マ
イ
ノ
ン
グ
は
H
Q
O
O
臨
憎
乙
。
饗
｝
ろ
ざ
σ
々
富
O
げ
あ
ψ
寓
。
。

。
富
に
q
暮
。
謎
二
。
け
琶
σ
q
Φ
¢
砦
嬬
詞
く
霞
網
笛
。
嵩
Φ
に
於
て
は

ぞ
望
Φ
譲
σ
登
Φ
籍
旨
噂
　
宅
Φ
艮
σ
q
Φ
鉾
馨
Φ
を
別
選
の
竜
の
と
し

て
ゐ
カ
が
」
O
＆
d
σ
霞
d
詳
Φ
濠
σ
奄
。
津
三
ρ
毒
器
ω
貯
加
ぼ
鎌

毎
臼
名
霧
巴
Φ
巳
。
ぎ
。
駐
彦
P
　
㈱
麟
一
に
棄
て
は
朋
か
に
詞
溺

。。

B・

n
塁
σ
q
O
寒
冨
に
就
い
て
も
と
影
O
鍵
ぞ
誌
。
・
Φ
昼
霞
謎
㌶
O
凄
り
．

と
詞
断
ぜ
ら
れ
て
る
る
故
に
畜
類
黒
蜜
で
あ
る
と
云
っ

て
み
る
。
ヴ
ィ
タ
セ
ク
も
美
身
に
於
て
乙
れ
を
認
め
且

本
來
の
債
値
威
情
と
獲
幽
す
る
た
め
に
毛
謬
⑦
塁
蓄
客
α
q

・
窪
匡
Φ
と
呼
ん
で
み
る
。
（
》
Φ
o
已
前
レ
Φ
酔
剛
犀
噂
5
Q
∴
b
p
b
り
款
）

　
以
上
は
軍
に
ヴ
ィ
タ
セ
ク
と
相
異
す
る
織
の
み
を
主
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
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、
　
　
哲
墨
研
究
　
簗
四
十
八
號

し
て
墨
げ
π
の
み
で
あ
る
が
他
は
殆
ど
同
一
と
見
て
良
い

や
う
で
あ
る
。
庇
二
人
に
就
い
て
紹
介
せ
し
慮
ば
其
心
理

學
申
の
一
部
分
に
厩
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
然
し
此
等
の

思
想
は
彼
等
の
、
同
時
に
塊
太
利
學
涙
の
心
理
學
の
申
核

を
な
す
べ
き
重
要
な
る
思
想
で
あ
ら
う
と
思
ぷ
。
（
完
）

＝
三


